
 

 

  
 

    

 

 
 

質問の答に該当するものを選んで○をつけてください。 
 

１．EU 加盟 20 周年になる国はどれですか？ 

 

① フランス        ② スウェーデン 

③ オランダ         ④ ルクセンブルグ 
 

 

２．パルミジャーノ・レッジャーノはどこの国のチーズでしょう？  
 

①  ドイツ         ② イタリア 
③  スイス          ④ オーストリア 

 

 

３．現在 EU 加盟国は何カ国ですか？ 
 

① 20  ② 23  ③ 27  ④ 28 
 

 

４．EU の旗には、円形に並んだ 12 の星があります。 
これは何を意味しているでしょう？ 

 

① EU 設立時の加盟国の数 

② イエス・キリストの 12 人の使徒 

③ 完璧と充実を象徴する古代ギリシャの円 
 

 
 

５．EU は今年（2015 年）開催の COP21 にむけて、2030 年までに 1990
年比で何%の CO2排出削減を目標として掲げたでしょうか？ 

 

①  20％ ② 30％ ③ 40％ ④ 50％ 

 

 

 

 



 

 

２０１５年 日・ＥＵフレンドシップウィーク 

ＥＵクイズ 解答 

１．EU 加盟 20周年になる国はどれですか？ 

答 ②スウェーデン  

 
フランス、オランダ、ルクセンブルグは原加盟国であり、その他の原加盟国にはベルギー、ドイツ（加盟
時西ドイツ）、イタリア、オランダがあります。スウェーデンは1995年に加盟したため、2015年にEU加
盟 20周年を迎えます。 

 

２．パルミジャーノ・レッジャーノはどこの国のチーズでしょう？  

                    答 ②イタリア  

 

パルミジャーノ・レッジャーノはイタリアを代表するチーズのひとつ。イタリアチーズの王様とも呼ばれています。
名前の由来は地名からきており、パルマ、レッジョ・エミリア、モデナなどのエミリア・ロマーニャ地方で作られ、
DOP (イタリアにおける原産地名称保護制度で、イタリアワイン、チーズなどの伝統的食材に対し、品質管理
と産品保護のため地域を指定した上、基準をみたすものにのみ特定原産地の名称を付して販売することを
許可する制度) の認定を受けたものだけが刻印を押されて「パルミジャーノ・レッジャーノ」を名乗ることがで
き、認定を受けられなかったものは側面に×印をうたれてしまうそうです。 
 

※原産地名称保護制度とは…？？ 

欧州連合（EU）の EU 法が規定する、食料品の原産地名認定・保護のための制度。 

 そのほかにも主な対象は、ワイン、チーズ、ハム、ソーセージ、オリーブ、ビール、パン、果物、野菜。ゴルゴンゾー

ラ（ゴルゴンゾーラ産）、シャンパン（シャンパーニュ産）など、それぞれの地域原産のものでないと名乗れないもの

がたくさんあります。 

 

３．現在 EU加盟国は何カ国ですか？ 
答 ④28 カ国 

 
ベルギー / ドイツ / フランス / イタリア / ルクセンブルグ / オランダ / デンマーク / イギリス  

アイルランド / ギリシャ /  スペイン / ポルトガル / オーストリア / フィンランド / スウェーデン チ

ェコ / エストニア / キプロス / ラトヴィア / リトアニア / ハンガリー / マルタ / ポーランド  

スロベニア / スロヴァキア / ブルガリア / ルーマニア / クロアチア 

※トルコ、アイスランド、モンテネグロ、セルビア、マケドニアは EU加盟候補国です。 

現在、アルバニア、ボスニア・ヘルツェゴビナ、コソボの 3 カ国が、加盟申請をしています。 

 
４．EU の旗には、円形に並んだ 12 の星があります。 

これは何を意味しているでしょう？ 
答 ③完璧と充実を象徴する古代ギリシャの円                      

ヨーロッパでは、12 という数に「完全」という意味があります。また、この星で完璧と充実を象徴する古代ギリシャ

の円を表しています。1955 年に欧州評議会（Council of Europe）がこのデザインを採択し、1986 年に正式に欧

州共同体（当時）の旗になりました。                                                               

 
５．EUは今年（2015年）開催のCOP21にむけて、2030年までに1990年比で何%
の CO2排出削減を目標として掲げたでしょうか？ 

答 ③４０％  
今年末にパリで開かれる気候変動枠組み条約第２１回締約国会議（ＣＯＰ21）が合意を目指す新たな地球温

暖化対策の国際枠組みについて、欧州連合（ＥＵ）欧州委員会は昨年 10 月、2030 年までにＥＵ全体で温室効

果ガスの排出量を 1990 年比で少なくとも 40％削減することで合意し、国連に提出する中期目標は設定済み。 


